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論文内容の要旨 

 

本研究は、球状コロイド粒子の集合によるコロイド粒子会合体の形成および基板上の二次元拡散を検討したものである。

高分子で修飾したコロイド粒子のほか、正・負電荷をもつポリスチレン（PS(+)および PS(-)）粒子、負電荷を持つ silica

粒子と正・負のイオン性界面活性剤の組み合わせにより、界面活性剤添加におけるクーロン力による会合・解離の制御に

ついて検討を行った。 

 

 

 

論文審査の結果の要旨 

 

 本研究ではポリアクリルアミドで表面修飾したコロイド粒子を用い、高分子の貧溶媒であるエタノール濃度により粒子

間および粒子—固体間での相互作用を制御できた。また、イオン性界面活性剤を用いることで、会合・非会合状態を制御

できることが明らかになった。さらに、会合状態の変化は、界面活性剤の粒子表面への吸着曲線により定量的に説明でき

ることが明らかになった。 

上記研究は、物理化学上重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認められる。よって本研究者は博士(薬学)

の学位を得る資格があると認める。 


